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　去る 6 月 19 日（木）、午後 7 時より本会館
において第 230 回定例代議員会を開催した。玉
城議長の議事進行により、定足数の確認が行わ
れ、定数 62 名に対し、出席者 44 名となって
おり、定款第 28 条に定める過半数に達してい
るため本代議員会が有効に成立する旨宣言され
た。また、議事録署名人に中部地区医師会の道
下聡代議員、那覇市医師会の安里良代議員が指
名された。
　冒頭、田名会長から次のとおり挨拶があった。
田名毅会長
　私が会長に就任して早くも 1年が経過した。
この間、代議員の先生方をはじめ会員各位の御
支援、御協力により諸事業を着実に推進するこ
とができた。改めて深く感謝申し上げる。
　この 1年で従来の事業のブラッシュアップに
加え、新規事業にも着手し、会内に離島医療委
員会やメンタルヘルス対策委員会を新たに設置
した。また、本会の会務に加え、開催担当県と

して本年 9月に令和 7年度女性医師支援・ドク
ターバンク連携ブロック会議、来年 4月には令
和 8年度日本医師会男女共同参画フォーラムを
開催する予定であることも併せてご報告する。
今後も引き続き、県内の医療課題の解決に取り
組む実行力のある医師会を目指し、各種事業を
遂行してまいるので、何卒よろしくお願いいた
します。
　さて、経済財政運営と改革の基本方針 2025、
いわゆる骨太の方針が閣議決定された。この骨
太の方針は、診療報酬改定率の方向性を決める
と言われている。今回、医療・介護・福祉団体
の強い要望がほぼ反映された形で、物価と賃金
の上昇を上乗せで、医療・介護・福祉等の報酬
に加算することが明記された。この文言が追加
されたことは、ひとまず安心ではあるが、今後
も社会保障費削減を目論む財務省等から持続可
能な制度を守るためには、現場の声を国会に届
ける我々の代表を国政に送らなければならない。

第 230 回沖縄県医師会定例代議員会

玉城　研太朗常任理事
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そのため 7月の参議院議員選挙が非常に重要に
なってくる。
　最後に、本日の代議員会をもって、大屋常任
理事、比嘉理事、久貝理事が退任される。大屋
常任理事は、主に学術担当役員として医学会事
業や臨床研修対策事業に御尽力いただいた。ま
た比嘉理事は、おきなわ津梁ネットワーク立ち
上げ時より担当役員として発展に寄与された。
久貝理事は広報担当役員のほか医療事故調査担
当として、事案が発生した医療機関を訪問し、
原因究明と再発防止に努めていただいた。3名
の先生方には沖縄県医師会の会務運営に御尽力
を賜りこの場を借りて厚く感謝申し上げる。
　本日は、報告 2 件、議事 9 件、その他 2 件
を上程している。報告、議事の詳細については
各担当理事より説明するので、慎重に御審議の
上、御承認賜りますようお願い申し上げ、挨拶
とさせていただく。

　続いて、報告・議事に移り、報告事項は稲田
副会長から令和 6年度沖縄県医師会会務につい
て、比嘉監事から令和 6年度沖縄県医師会監査
についてそれぞれ報告があった。
　以下の第 1号議案～第 6号議案については、
各担当理事から説明があり、すべて原案どおり
承認可決された。
第 1号議案　�令和 6 年度沖縄県医師会一般会

計収支決算の件
第 2号議案　�令和 6 年度沖縄県医師会医事紛

争処理特別会計収支決算の件
第 3号議案　�令和 6 年度沖縄県医師会会館建

設特別会計収支決算の件
第 4号議案　�令和 6 年度おきなわ津梁ネット

ワーク事業特別会計収支決算の件
第 5号議案　�令和 6 年度地域医療介護総合確

保基金事業特別会計収支決算の件
第 6号議案　�令和 7 年度沖縄県医師会一般会

計収支予算補正の件

　第 7号議案役員選任の件については、大屋祐
輔常任理事、比嘉靖理事、久貝忠男理事の辞任

に伴い、理事 3名を新たに選任する必要があり、
当代議員会において補欠選挙が行われた。理事
定数 3名に対し、候補者は天願俊穂先生、鈴木
幹男先生、富名腰亮先生の 3名のため、それぞ
れ 3名を当選人と決定し、沖縄県医師会理事と
して選任した。

　第 8号議案日本医師会予備代議員選出は、比
嘉靖予備代議員の辞任に伴う補欠選挙を行い、
定数 1 名に対し候補者の稲冨仁先生が選出さ
れた。
　第 9号議案沖縄県医師会顧問委嘱について
は、前代議員会議長の長嶺信夫先生を顧問とし
て委嘱することが承認された。

　続いて、その他事項で地区医師会より予め提
出された代表質問 4題に対し執行部担当役員よ
り回答が述べられた。
　松嶋顕介代議員より「県医療提供体制協議会、
中部地区医療提供体制協議会への要望」と題し
て、沖縄県主催の医療提供体制協議会、中部地
区医療提供体制協議会には各圏域における急性
期を担う民間病院の代表が参加していないこと
と、病床数の算定や逼迫の原因に関する根拠も
不十分であることを指摘し、今後は、急性期病
院の代表者や地区医師会の関係者等も構成メン
バーに加えて、地域の実態に即した多面的で実
効性のある協議体制とすることを検討してほし
い旨意見が述べられた。
　続けて、「中部圏内の西海岸エリアにおける
救急体制の不備に関して」と題して、中部医療
圏の救急医療の問題に関して、救急医療体制の
不足を解決する取り組みを求める内容の質問が
あった。
　この 2つの質問に対し一括して出口理事より
回答が述べられた。地区の医療提供体制協議会
は、関係者間で地域の医療課題やニーズを共有
し、地域医療構想の実現に向けた具体的な協議・
調整を行う重要な会議体として位置づけられて
おり、協議の内容と結果は原則として公表され
ることから、本会として今後も動向を注視して
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いくことを説明した。
　また、救急医療に関しては、県内全域で問題
となっている急性期病床の逼迫と救急医療体制
の不足に対し、多角的な解決策が必要であると
認識を示した。この問題については、2025 年
度の第 1回沖縄県・沖縄県医師会連絡会議で提
案される予定であることを報告した。
　また、医療提供体制や病床配置の決定は医療
法に基づき、沖縄県および地区医療提供体制協
議会で議論されるため、沖縄県医師会が個別の
事案に直接関与する立場にはないことに理解を
求めた。
　玉井修代議員より「ジャングリアの大規模災
害に対する医療提供体制について」と題して、
7月開園予定の「ジャングリア」には観光振興
への期待がある一方、外国人や観光客による救
急対応の負担増が予想されるため、県全体の救
急医療のリスクを懸念していることから、事故
や急病時の対応に備え、医療・搬送体制の整備
や関係機関との連携、定期的な訓練の実施を検
討してほしい旨意見を述べた。
　この意見に対し仲村理事は、現在、北部地域

の関係機関が救護体制やドクターヘリ運用、渋
滞対策について調整を進めていることを紹介し
た。本会は情報共有や北部地域の取り組みを支
援し、必要に応じて協議の場への参加を通じて
医療体制強化に努めていく意向を示した。
　宮城政剛代議員より「発熱外来対応医療機関
の情報開示について」と題して、例年繰り返さ
れる医療逼迫を防ぐためにも、発熱対応医療機
関（特に初診でも可能な医療機関）を沖縄県医
師会で調査し広く情報開示し、発熱難民を生じ
させない対応を迅速に始める必要があることに
ついて見解を求めた。
　この質問に対し仲村理事は、昨年、発熱外来
実施医療機関の取りまとめおよび情報公開につ
いて、各地区医師会にて情報を収集・リスト化
し、県医師会へ情報提供があったことを説明し
た。県民が発熱時に適切な医療へアクセスでき
るよう、このリストを活用・整備し、随時アッ
プデートしていくので引き続き各地区医師会の
協力を求めた。また、新型コロナワクチン接種
に対応する医療機関の調査・情報提供にも努め
ていく旨回答した。

●暴力団に関する困り事・相談は下記のところへ
受　付　　月曜日～金曜日（ただし、祝祭日は除きます）　午前8時30分～午後5時15分

電話による相談で不十分な場合は、面接によるアドバイスを行います。
「暴力団から不当な要求を受けてお困りの方は……悩まずに今すぐご相談を（相談無料・秘密厳守！）」

財団法人　暴力団追放沖縄県民会議

暴力団追放に関する相談窓口
　暴力団に関するすべての相談については、警察ではもちろんのこと、暴力団追放沖縄県民会議でも
応じており、専門的知識や経験を豊富に有する暴力追放相談委員が対応方針についてアドバイスして
います。
　暴力団の事でお困りの方は一人で悩まず警察や当県民会議にご相談下さい。

TEL（0 9 8）8 5 8 － 8 9 3 0
FAX（0 9 8）8 5 8 － 8 9 3 1（24時間対応可）
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